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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

本研究は、アブラナ科自家不和合性研究をリードするだけでなく、植物科学におけるシグナル伝達の

分子機能解析に寄与する非常に重要な研究で、多大な成果が得られている。例えば、元々自家不和合で

あったシロイヌナズナが進化過程で自家和合に変化したことを示すとともに、変異を戻すことにより自

家不和合性を復活させた研究結果は世界的な成果と言える。 
研究成果を積極的に公表、普及するとともに、国内外の研究者との連携を実質的に進め、リーダーと

して組織を強力に率いている。 
東日本大震災の影響を直接受けたが、研究代表者はグループでの実質的な共同研究等を通じて当初目

的の達成を目指す様々な方策を周到にとっており、今後の研究成果が期待できる。 


